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各因子の項目と負荷量から，表 1の第 1因子をあらためて分析した因子のうち表 2の第 1因
子を「大学満足」の因子とした。また，第 2因子を「授業満足」の因子とした。さらに，表 1
の第 2因子を「友人関係」の因子，第 3因子を「個人特性」の因子，第 4因子を「授業理解」
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